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12月23日 12月24日 12月25日

十二所 浄明寺
二階堂

ペットボトル
植木剪定材

燃やすごみ
カン・ビン※
容プラ※

大町 材木座

燃やすごみ
カン・ビン※
ペットボトル

紙類・布類

梶原（1～5丁目）
寺分（1～３丁目）
山崎（うぐいす山）

西鎌倉 鎌倉山

笛田 常盤 ペットボトル
カン・ビン※
容プラ※

燃やすごみ

梶原（未表示地区）
寺分（未表示地区）

上町屋 手広

腰越
（１丁目～５丁目）

津西

坂ノ下 極楽寺
稲村ガ崎

七里ガ浜東

由比ガ浜
笹目町 長谷

ペットボトル
植木剪定材

月日水 木 金 土

燃やすごみ

月 火
12月30日
～1月3日

1月4日12月29日12月26日 12月27日 12月28日

燃やすごみ

燃やすごみ紙類・布類

収
集
は
あ
り
ま
せ
ん

紙類・布類
植木剪定材

植木剪定材
容プラ※

ペットボトル
植木剪定材

燃やすごみ

腰越
(未表示地区）
津 七里ガ浜

カン・ビン※
ペットボトル

紙類・布類 燃やすごみ

ペットボトル
植木剪定材

燃やすごみ

燃やすごみ
紙類・布類
製品プラ※

燃やすごみ燃やすごみ

燃やすごみ

燃やすごみ

植木剪定材
容プラ※

植木剪定材
容プラ※

燃やすごみ

燃やすごみ

カン・ビン※
ペットボトル

カン・ビン※
植木剪定材

植木剪定材
不燃ごみ※

紙類・布類
ペットボトル

容プラ※
燃やすごみ
製製品品ププララ※※

紙類・布類
容プラ※

燃やすごみ

紙類・布類
植木剪定材

植木剪定材
容プラ※

燃やすごみ
カン・ビン※
製品プラ※

燃やすごみ

燃やすごみ

紙類・布類
植木剪定材

紙類・布類
植木剪定材

紙類・布類
植木剪定材

紙類・布類
植木剪定材

植木 玉縄 城廻
関谷 岡本

岩瀬
大船（６丁目）

紙類・布類
植木剪定材

燃やすごみ燃やすごみ

紙類・布類
容プラ※

カン・ビン※
植木剪定材

燃やすごみ

燃やすごみ

燃やすごみ

燃やすごみ

紙類・布類
植木剪定材

燃やすごみ燃やすごみ

燃やすごみ

紙類・布類
ペットボトル

大船（1～５丁目）
大船（未表示地区）

ペットボトル
カン・ビン※
容プラ※

燃やすごみ

ペットボトル
植木剪定材

燃やすごみ
紙類・布類
容プラ※

ペットボトル
植木剪定材

燃やすごみ
紙類・布類
容プラ※

紙類・布類
ペットボトル

燃やすごみ
カン・ビン※
不燃ごみ※

山ノ内

台（未表示地区）
小袋谷

収
集
は
あ
り
ま
せ
ん

収
集
は
あ
り
ま
せ
ん

収
集
は
あ
り
ま
せ
ん

燃燃ややすすごごみみ

燃燃ややすすごごみみ

燃やすごみ

ペットボトル
不燃ごみ※

カン・ビン※
容プラ※

燃やすごみ

山崎
（うぐいす山を除く）

台（１～５丁目）

西御門 雪ノ下
扇ガ谷 小町
御成町 佐助

カン・ビン※
容プラ※

ペットボトル
植木剪定材

燃やすごみ

カン・ビン※
容プラ※

ペットボトル
製品プラ※

カン・ビン※
容プラ※

ペットボトル
植木剪定材

燃やすごみ
紙類・布類
容プラ※

高野 今泉
今泉台

名
越
ク
リ

ン
セ
ン
タ

今
泉
ク
リ

ン
セ
ン
タ

十
二
月
三
十
日

一
月
三
日
ま
で

収
集
は
あ
り
ま
せ
ん

植木剪定材受入事業場(関谷)に直接持ち込んでください（電話予約は不要です）。

植木

持ち込み

１月４４ 日（月）から持ち込み開始

「「粗粗大大ごごみみ」」「「臨臨時時ごごみみ」」のの収収集集・・持持ちち込込みみ

鎌倉ごみ減量通信
かまくら３Ｒ推進マスコットキャラクター

お問い合わせ：鎌倉市 ごみ減量対策課 〒248-8686 鎌倉市御成町 18 番 10 号 電話 61-3396(直通) FAX 23-8700 
HP http://www.city.kamakura.kanagawa.jp/ ※この通信が不要になりましたらミックスペーパーにお出しください。

令和２年度 年末年始ごみ収集のお知らせ

年 末 年 始

12月28日（月）まで

１月６日（水）から収集開始

電話受付は１月４日（月）から

電話受付は１月４日（月）から

年末は まで

年始は からです。

燃やすごみの収集があります。

に

収 集

持ち込み

鎌倉市 環境部 ごみ減量対策課
令和２年12月号

※ 詳しい地区別の年末年始収集カレンダーは、４ページをご覧ください。

電話・インターネットでの

※予約状況によっては、翌年の収集となります。

年内収集依頼は 12月10日（木）まで

12月28日 (月)

12月29日 (火)

１ 月 ４ 日 (月)

令和２年度 年末年始収集カレンダー

※「不燃ごみ」→「燃えないごみ、危険・有害ごみ、使用済み食用油」

「容プラ」→「容器包装プラスチック」「製品プラ」→「製品プラスチック」

「カン・ビン」→「飲食用カン・ビン」

★「未表示地区」→腰越、梶原、寺分、台、大船の「丁目」がない地区

例：大船 2135番地

◎令和 3年 1 月 1 日の《不燃ごみ》《製品プラスチック》の収集は上記の月日に振替となります。

◎「燃やすごみ」の収集が、火・金曜日の地区は 12 月 29 日（火）に燃やすごみの収集があります。

《 不燃ごみ 》

＊山ノ内

1 月 1 日（金）⇒12 月 25日（金）

《 製品プラスチック 》

＊植木・玉縄・城廻・関谷・岡本

1 月 1 日（金）⇒12 月 25日（金）

収集日の

午前８時30分まで

に出してください。

※年末年始は大変混雑します。※予約状況によっては翌年の持ち込みとなります。

受付時間：月～金曜日 8:15～17:00 申込先：各地区のクリーンセンターまで

12月 30日（水）午後 時 30分まで
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ビニールハウスの

暖房、農業機械

（石油、ガソリン）

生産

収穫および出荷用の

農業機械

（ガソリン）

収穫

トラック、船等

（ガソリン）

　SDGs（持続可能な

開発目標）では、食品ロス

を2000年比で2030年

までに半減させることを

目標としています。そのた

めには1人1日15g（ミニ

トマト1個分）の削減が

必要です。

出荷

調理器具

（ガス・電気）

（石油）

調理

包装容器や

食品ロスの処分

（石油）

廃棄

とは？

　食品ロスとは、まだ食べられるのに廃棄される食品のことです。

日本の食品ロスは年間 612 万トン。そのうち家庭からは、年間 284 万トンの食品ロスが出ています。これは、1 日に国民

一人あたり 132ｇ（＝　　　お茶碗 1杯分）のまだ食べられる食品を捨てていることになります。　　　（平成 29 年度環境省推計より）

直接廃棄

食べ残し

過剰除去

●鎌倉市の食品ロス

令和元年度の調査で見つかった未開封食品

鎌倉市の食品ロスで多いもの（重量比ベース）

1 位 調理残渣、食べ残し

2 位 保存食品、冷凍食品（未開封）

3位 野菜、果物、肉、魚（未調理）

4位 加工品（未開封）

5位 調理品（未開封）

※令和元年度家庭系ごみ質組成調査より

もったいない！

●食品ロスと地球温暖化 ●食品ロスの３大要因

●食品ロスを減らすためにできること

1515g
ミニトマト

１位
２位 ３位

１位　食べ残し（41.9％）…調理した料理などが、急な予定変更や作

りすぎたために、食べ残したものをいいます。

２位　直接廃棄（35.3％）…購入した食品を手つかずのまま捨てるこ

とをいいます。主な原因は、購入した食品の期限が過ぎてしまったことです。

３位　過剰除去（22.8％）…調理の際に、食べられる部分も取り除く

ことをいいます。主な原因は、野菜の皮を厚くむきすぎることなどです。

＝

生産から廃棄までの過程で排出される温室効果ガス（CO２）

　すべての食料は生産者の手で大切に育てられ、私たちの手元に届くまでに地球温暖化の要因であ

る温室効果ガスを排出させています。

　さらに購入した食品を手つかずのまま廃棄すると、さらなる温室効果ガスを発生させることにな

るのです。食品ロスを減らして、地球に優しい生活をしましょう。

　鎌倉市全体での家庭からの食品ロスを「平成29 年度 環境省

推計」から計算すると、約 6,700 トンと推計されます。その

中で、毎年実施している「家庭系ごみの質組成調査」の結果から

未開封の食品が2％程度（年間で400トン）含まれていることが

わかっています。

（平成29年度環境省推計より）

1人が1日に削減する量

　　　　　　野菜の皮や茎の部分

は栄養が豊富です。できるだけ

皮は薄く切る、食べられる部分ま

で切り過ぎないなど、工夫してみ

ましょう。

　買い物に行く前に

冷蔵庫の在庫を確認

し、メモを持って行く

ようにしましょう。

　セール品はついつい買ってしまい

がちです。買う前に必要かどうか、

もう一度考えましょう。
　　　　　　毎月決まった日に冷

蔵庫や保管庫の余った食材を利用

して調理しましょう。

葉も食べてね。 中を確認してから、
買い物に行ってね。

買いすぎ注意！

残り野菜でカレー


